


7.3	 片胸交互さく乳の準備
1. 	 7.2 章の説明に従って、さく乳カップを1つ組み立てます。

シングル型電動さく乳器の場合、シングル用チューブのエンドピース
をさく乳カップに挿入します。

ダブル型電動さく乳器の場合、ダブル型用チューブの使用していない
短い側のエンドピースをチューブホルダーに挿入し、もう一方の
チューブのエンドピースをさく乳カップに挿入します。

9 章の説明に従ってさく乳を始めます。
7.4	 両胸同時さく乳の準備

 インフォメーション
•	 両胸同時さく乳はさく乳時間を短縮でき、母乳に含まれる栄養価を増加させます。

1. 	 7.2章の説明に従って、さく乳カップを 2 つ組み立てます。

正しく組み立てられた状態（両胸同時さく乳時）

9 章の説明に従ってさく乳を始めます。
7.5	 さく乳カップをブラの中に入れる
シングル型の場合

1. 	乳首がさく乳口のトンネルの中央にあることを確認します。

2. 	Hands-free さく乳カップは通常の授乳ブラの下に着けることが
できます。さく乳カップはブラで所定の位置に保持されます。
使用中に不快感や痛みを感じた場合は、より緩く伸縮性のある
授乳ブラに変えてください。

3. 	チューブは、好みに応じて内側に
向けて（乳房に向かって）、または
外側に向けて（腕に向かって）
接続することができます。使用中、
チューブが挟まれたり曲がったり
していないことを確認してくだ
さい。
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4. 	Hands-free さく乳カップは、まっすぐ、もしくはわずかに傾いた
位置で使用でき、乳首や射乳反射を目で確認することができ
ます。 
さく乳カップの目盛りは、さく乳中の母乳量のおおよその目安
を示します。

5. 	ストラップを使用して、モーター部を肩にたすき掛けすることや
腰に装着することができます。

ダブル型の場合

1. 	乳首がさく乳口のトンネルの中央にあることを確認します。

2. 	Hands-free さく乳カップは通常の授乳ブラの下に着けることが
できます。さく乳カップはブラで所定の位置に保持されます。
使用中に不快感や痛みを感じた場合は、より緩く伸縮性のある
授乳ブラに変えてください。

または

3. 	チューブは、好みに応じて内側に
向けて（乳房に向かって）、または
外側に向けて（腕に向かって）接続
することができます。使用中、 
チューブが挟まれたり曲がったりして
いないことを確認してください。

4. 	Hands-free さく乳カップは、まっすぐ、もしくはわずかに傾いた
位置で使用でき、乳首や射乳反射を目で確認することができます。 
さく乳カップの目盛りは、さく乳中の母乳量のおおよその目安を
示します。

5. 	ストラップを使用して、モーター部を肩にたすき掛けすることや
腰に装着することができます。

8.	 さく乳器の操作方法
8.1	 用語および名称
2-Phase 
Expression ™	
（2フェーズさく乳）

赤ちゃんが母乳を飲むとき、2 つのフェーズ（刺激とさく乳）があることを
Medela は研究を通じて発見しました。この研究は、Medela のすべての
さく乳器における技術の基礎となっています。

刺激フェーズ 速い吸引／ポンプモードで母乳が流れるように刺激します。

さく乳フェーズ 遅い吸引／ポンプモードで母乳が流れ始めると、母乳を穏やかにかつ
効率的に吸引します。

快適に感じる最大限の圧 さく乳が快適に感じられる範囲での最大の吸引圧です。お母さま一人
ひとりで異なります。

射乳反射 射乳反射により、母乳が乳房から流れ始めます。

8.2	 操作および表示
コントロール部

表示部

8.3	 電源およびバッテリーの状態表示
バッテリー表示には、バッテリーの状態と充電レベルが表示されます。

	Æ バッテリー表示の 3 つのバーがすべて点灯することで、バッテリーが満杯であることを
示します。

バッテリー容量が減少すると、バーの数が減ります。
	Æ 2 本のバー：容量の約 70% が残っています。
	Æ 1 つのバー：容量の約 35% が残っています。

（点滅）
	Æ さく乳器の最後の 1 つのバーが点滅すると、バッテリーがほぼ空であることを示します。

9.	 さく乳
 注意

•	 過度に高い吸引圧や不快な（痛みを感じる）吸引圧でさく乳しないでください。乳房や乳首の傷や痛みによって母乳分泌量が減ることがあります。
•	 少量しかさく乳できない場合や、まったく母乳が出ない場合、あるいはさく乳に痛みが伴う場合は、医療従事者または母乳育児の専門家に

ご相談ください。

注記
さく乳時にチューブがねじれていたり、はさまれたりしていないか確認してください。

1. 	 さく乳カップが接続され、正しく配 . 置されていることを確認します。
2. 	 表示部が点灯するまで前面パネル

のオン／オフ／一時停止ボタン
を長押しします。その後、ボタンを
離します。

	Æ さく乳器は刺激フェーズから
始まります。

3. 	 吸引圧増加ボタン
（ ）と吸引圧減少

ボタン（ ）を使って
吸引圧を刺激フェーズ
の快適なレベルに調整
します。

4. 	 母乳が出始めたら、さく乳フェーズ
へ切り替えるために射乳反射ボタン

を押します。

	Æ さく乳器はさく乳フェーズに
移行します。

	Æ 1 分以内に射乳反射ボタン
が押されないと、さく乳器 
は自動的にさく乳フェーズに 
切り替わります。

5. 	吸引圧増加ボタン
（ ）と吸引圧減少

ボタン（ ）を使っ
て、快適に感じる
最大限の圧に調整
します。

または

min

吸引圧増加ボタン

吸引圧減少ボタン

射乳反射ボタン

オン／オフ／一時停止
ボタン

ユーザーガイダンス：
コントロール部と表示部は、
常に表示されているわけでは
ありません。
さく乳器の電源を入れると、 
アクティブなアイテムが点灯し
ます。

min

バッテリー残量
表示

さく乳フェーズ 
表示

時間表示

刺激フェーズ 
表示

吸引圧レベル 
表示

min

min min

快適に感じる最大限の圧を探す 
快適に感じる最大限の圧とは、さく乳が快適に感じられる範囲での最大の吸引圧です。
1.	 �さく乳フェーズでさく乳する際、（痛くない範囲で）多少不快に感じる程度まで吸引レベルを（ ）ボタンで

上げます。
2.	 次に、（ ）ボタンを 1 回押して、吸引レベルをわずかに低下させます。

 インフォメーション
•	 さく乳器は、横になったり寝ながらの使用はできません。 

ただし、さく乳中に体勢を前後にわずかに傾けることができます。
•	 さく乳カップの最大容量は 150 mL です。 

この上限を超えたら、母乳をボトルに移してから引き続きさく乳して 
ください。

6. 	 さく乳が終了したら、オン／オフ／一時停止ボタン を押してさく乳動作を停止します。
	Æ 操作されない状態が 30 分続くと、さく乳器は自動的に停止します。10 分間中断すると、さく乳器は

自動的に電源が切れます。
7. 	 前面パネルのオン／オフ／一時停止ボタン を長押しして、さく乳器の電源を入れます。
一時停止
刺激フェーズとさく乳フェーズはどちらも一時停止することができます。
一時停止することにより、お母さまの姿勢やさく乳カップを調整したりすることができます。
1. 	 一時停止をするには、さく乳器が作動しているときにオン／オフ／一時停止ボタン を短く押します。
2. 	 さく乳を再開するには、オン／オフ／一時停止ボタン をもう一度短く押します。
まったく新しいさく乳を開始する場合は、さく乳器の電源を切ります。オン／オフ／一時停止ボタン を長押し
して、再び開始します。

 インフォメーション
•	 このさく乳器は、30 分間作動すると自動的に電源が切れます。10 分間中断すると、さく乳器は自動的に電源が切れます。
•	 さく乳を再開するには、新たにさく乳を開始する必要があります。
•	 一時停止を 2 分以上続ける必要がある場合は、刺激フェーズから再開することを推奨します。

10.	母乳の取り扱い
10.1	さく乳カップをブラから取り出す

1. 	 さく乳器が作動している間
に、少し前かがみになって、
トンネル部のすべての母乳
がさく乳カップに流れ込む
ようにします。さく乳器の
電源を切ります。

2.	 さく乳カップから
チューブを外します。

3. 	 さく乳カップをブラから慎
重に取り外します。

10.2	さく乳カップから母乳を注ぐ
1. 	 さく乳カップを、倒れにくい

場所に立てて置いてくださ
い。さく乳口の目盛りから、
さく乳した母乳の量を読み
取ることができます。外カ
バーの目盛りは、さく乳中
の母乳量のおおよその目安
を示します。

2.	 外カバーの丸みを	
帯びた方を下にして、	
母乳を注ぎ口からボト
ルや容器に注ぎ、保管
します。母乳の保存に
は、さく乳カップを使
用しないでください。
組み立てたカップを
冷蔵庫に保管しないで
ください。

3. 	 使用した後は必ず完全に分解して洗浄し、5 章と 6 章の説明に従って 1 日 1 回消毒してください。
10.3	保存に関する一般的なガイドライン
母乳の保存と解凍に関する推奨事項については、www.medela.com を参照してください。

11.	メンテナンスとケア
11.1	海外での使用

 インフォメーション
移動中は、その場所に適した USB 電源とともに付属の USB-C ケーブルを使用してください。

11.2	バッテリーのメンテナンス
さく乳器には、交換不可能なバッテリーが内蔵されています。バッテリーの寿命が過ぎた時点で、機器を適切に
廃棄してください。

注記
電源に接続している場合、本品は使用できません。使用前にバッテリーを充電してください。

 注意

注記
さく乳器の USB-C ソケットやバッテリーが、金属物や液体によってショートするリスクがありますのでご注意ください。

 インフォメーション
バッテリーの寿命を保つには：
•	 さく乳器を涼しい場所に保管してください。
•	 完全に放電する前にバッテリーを充電してください。これにより、バッテリーの寿命が長くなります。
•	 さく乳器を保管する前に、バッテリーを完全に充電してください。バッテリーの充電状態については、8.3 章を参照してください。
•	 さく乳器を高温の場所に保管していた場合は、すぐにバッテリーが機能しない場合があります。正常にバッテリーが機能するまで、さく乳器を 1 時間

ほど休ませてください。この間、電源アダプターをコンセントに差し込んだ状態でさく乳器を充電することができます。
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•	 本製品に付属の充電用 USB-C ケーブルを使用してください。 
充電の際、モーター部への損傷を避けるため、他の製造業者の
USB-C ケーブルをモーター部に差し込まないでください。

•	 電源アダプターを使用してください。入力電圧 AC100 ～ 240V、出力
DC 5V および 2.5A の電源アダプターを選択してください。

•	 分解しない、衝撃を与えない、圧迫しない、火の中に入れないこと。 
リチウムイオン電池の一部の部品は可燃性で有害であり、健康被害、
火災、亀裂、または爆発を引き起こす可能性があります。

•	 高温の環境に置かないでください。
•	 重度の腫れが生じた場合は、使用を継続しないでください。 

•	 バッテリーのオーバーヒート、火災、怪我を避けるため、お客様ご自身
でバッテリーを交換しないでください。

•	 バッテリーやバッテリーパックの金属部品を取り外したり、開けたり、
切断したり、それらに穴を開けたりしないでください。

•	 長時間充電しないでください。装置を廃棄する前にバッテリーを取り
外す必要があります。

•	 リチウムイオン電池の交換は、当社または認定を受けたサービス提供
者のみが行うことができます。モデルの違うバッテリーに交換すると
爆発の危険があります。バッテリーを取り外すときは、必ず装置の
電源を切ってください。廃棄用バッテリーまたはバッテリーパックは、
国の環境規制に従って廃棄してください。

海外での使用
 インフォメーション

このさく乳器にはリチウムイオン電池が内蔵されています。飛行機でのバッテリーの携帯は、滞在先によっては制限される場合があります。 リチウムイオン
電池の使用に関する制限については、滞在先にお問い合わせください。（製品名）の性能は、移動中の環境の不確実性と不安定性の観点から、外
部環境の影響を受ける可能性があることに注意してください。

11.3	長期保管
長期保管の場合、さく乳器は乾燥した涼しい場所に保管してください。
長期間さく乳器を保管する前に、次のことを忘れないでください。

さく乳カップを洗浄します 
（6 章を参照）

モーター部のお手入れをし
ます（6.4 章を参照）

バッテリーが充電されている
ことを確認してください（以下
を参照）

さく乳器を長期間保管する前に、バッテリーを完全に充電することをお勧めします。バッテリーの充電状態
については、8.3 章を参照してください。

 注意
•	 本製品を長期間使用しない場合、バッテリーが「充電切れ」になります。再度使用するには本製品を電源コンセントに接続する必要があります。

電源コンセントに接続してから、使用可能なことが本製品に表示されるまで 10 分間かかります。

12.	トラブルシューティング
さく乳器に予期しないトラブルが発生した場合は、トラブルシューティング表を確認してください。「トラブル」
に該当する問題があったら、「確認事項と解決方法」に従ってください。

トラブルシューティング表
トラブル 確認事項と解決方法

オン／オフ／一時停止ボタンを
押しても、表示部が点灯しない

•	 アダプター・ケーブルに問題ないことを確認し、さく乳器が接続されて
いることを確認してください。

•	 引き続き変化が見られない場合は、Medela カスタマーサービスまで
ご連絡ください。

オン／オフ／一時停止ボタンを
押しても、動作が変わらない

•	 Medela カスタマーサービスまでご連絡ください。

オン／オフ／一時停止ボタンを
押しても、さく乳器が吸引圧を
発生しない

•	 さく乳器の電源が入っていることを確認してください。
•	 Medela カスタマーサービスまでご連絡ください。

さく乳器が吸てつサイクルを	
再現せず、吸引圧が一定で	
変わらない

•	 Medela カスタマーサービスまでご連絡ください。

さく乳器の動作を停止できない。
または、さく乳器の電源が入ら
ない。

•	 バッテリーがオーバーヒートすると、さく乳器は動作しません。しばらく
置いてから、さく乳を再開してください。

吸引圧が弱い、または吸引しない •	 さく乳カップの部品がすべて清潔で乾いているか、しっかりと接続 
されているかを確認してください。

•	 さく乳中にさく乳口のふちが乳房に密着しているかを確認してください。
•	 片胸交互さく乳時は、使用していないチューブのエンドピースがチューブ

ホルダーに正しく挿し込まれていることを確認してください。
•	 上記の手順を行っても吸引圧が改善しない場合は、Medela カスタマー

サービスまでご連絡ください。
さく乳器が思うとおりに動作	
しない

•	 Medela カスタマーサービスまでご連絡ください。

さく乳器の外側が濡れた •	 さく乳器から電源プラグを外し、さく乳器の電源を切ります。
•	 さく乳器の外側を乾かしてください。

さく乳器が水に浸かった •	 さく乳器から電源プラグを外し、さく乳器の電源を切ります。
•	 Medela カスタマーサービスまでご連絡ください。

さく乳器のトラブルが解決しない場合や、その他のご質問がある場合は、Medela カスタマーサービスまで
ご連絡ください。お問い合わせ先については、www.medela.comを参照してください。「お問合せ先」に
詳細が記載されています。

13.	保証
装置内部の部品にはさわらないでください。本装置を開けるまたは改造すると、保証が無効になります。
国際保証については、www.medela.com/ewarrantyをご覧ください。

14.	廃棄
さく乳器の廃棄
動作寿命を迎えたら、さく乳器を分解してください。
さく乳口、外カバー、チューブはプラスチック製です。メンブレンとインサートはシリコーン製です。お住まい
の地域の回収およびリサイクルシステムに従って、別の回収方法に従っていただいても構いません。
モーター部、電源アダプター（付属せず）、USB-Cケーブル（付属）（電子機器）には有害物質が含まれて
いる可能性があるため、分別していない一般廃棄物と一緒に廃棄することはできません。廃棄時に内蔵
バッテリーを取り外さないでください。バッテリー液が漏れている場合は、さく乳器を廃棄してください。
電気電子機器（EEE）は、以下の記号で示されます。
 

欧州連合、英国、スイスでは、製造業者またはそのベンダーは EEE 廃棄物を回収しなければなりません。
他の国でも同様の回収およびリサイクルシステムがある場合があります。本製品に搭載されたバッテリーは
交換不可能であり、廃棄のために取り外さないでください。

注記
お住まいの地域のルールに従って廃棄してください。機器の適切な回収場所については、営業拠点またはお住まいの地域の役所にお問い合わせ
ください。廃棄時の機器の分別回収とリサイクルは天然資源の保護に役立ち、また人々の健康と環境を守る方法で確実にリサイクルすることが
できます。

min

15.	各記号の説明
以下の表に、製品の部品とそのパッケージに使用されている記号の意味を示します。

製造元を示しています。 カタログ番号を示しています。

シリアル番号を示しています。 バッチコード／ロット番号を示しています。

製造日付を示しています。 一般的な安全警告記号で、安全に関する情報を 
示しています。

雨を避けてください。乾燥した場所で保管してくだ
さい。 直射日光を避けてください。

このパッケージには、規則（EC）No. 1935/2004 に
準拠した、食品に接触することを意図された製品が
含まれています。

輸送の際、このパッケージの中身はこわれもので
あり、このパッケージは慎重に取り扱う必要がある
ことを示します。

 梱包材がリサイクル可能であることを示しています。
PAP
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LDPE

4 材質を示しています。

電気／電子製品を分別していない一般廃棄物と一緒
に廃棄しないでください（お住まいの地域のルール
に従って廃棄してください）。

使用説明書を参照する必要性を示しています。

相対湿度範囲を定義します。 温度範囲を定義します。

周囲気圧範囲を定義します。 固形異物の混入および浸水に対する保護等級を
示しています。

直流（DC）を示しています。

国固有

EU の家庭用電化製品および同様の電化製品
に関する要件に準拠していることを示します。

規制準拠マークはオーストラリアの EMC および無線
伝送に関する要件に準拠していることを示します。

機器が英国の適合性評価を受けていることを
示します。

パッケージ内の本製品が規格 GB4806 の要件に適
合しており、食品に直接接触することを意図してい
ることを示しています。

16.	国際規制
16.1	電磁両立性（EMC）
Freestyle ™ Mini Hands-free さく乳器は、電磁ノイズおよび干渉耐性について関連する規格および規程の
すべての要件に準拠しています。

警告
Freestyle ™ Mini Hands-free さく乳器を他の機器の近くで使用したり、さく乳器の上に他の機器を載せないでください。他の機器の近くで使用
したり、さく乳器の上に他の機器を載せる必要がある場合は、Freestyle ™ Mini Hands-free さく乳器が正常に動作するかを確認する必要があり
ます。
ワイヤレス家庭用ネットワーク機器、携帯電話、コードレス電話およびそれらのベースステーション、トランシーバーなどの無線通信機器は、
電動さく乳器に影響を及ぼす可能性があるため、これらの機器から 30 cm 以上離してください。

17.	 技術仕様
重要な技術仕様の概要
定格周囲気圧：850 ～ 1060 hPa、
-50 ～ -270 mmHg、± 20 mmHg 

（-66 ～ -360 hPa、± 26 hPa）
45 ～ 111 cpm、± 5 cpm

（両胸同時さく乳時）
-65 ～ -260 mmHg、± 20 mmHg 

（-86 ～ -346 hPa、± 26 hPa）
45 ～ 111 cpm、± 5 cpm

（片胸交互さく乳時）

入力 5 V  2.5 A 12.5 W
無負荷時の消費電力 0.1 W 未満

モーター部
バッテリー容量 
およびタイプ

2200 mAh リチウムイオン、
サイズ 18650

サイズ 113x68x42 mm, ± 1 mm
重量 205 g ± 10 g

肌や母乳に触れる部分の材質
•	 さく乳口：ポリプロピレン
•	 外カバー：ポリプロピレンと熱可塑性エラストマー
•	 メンブレン : シリコーン
•	 インサート：シリコーン

+5°C

40°C 動作温度範囲
5°C ～ 40°C

20%

80% 動作湿度範囲 
（相対湿度 20% ～ 80%）

850 
hPa

1060 
hPa 周囲気圧範囲 

（850 hPa ～ 1060 hPa）

-20°C

+55°C 輸送／保管温度範囲
-20°C ～ 55°C 

20%

80% 輸送／保管湿度範囲 
（相対湿度 20% ～ 80%）
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